
平成31年度奨学金のご案内

[申込み・問合せ]　学校教育課　教育振興係　☎44-1111（内線2262）[申込み・問合せ]　学校教育課　教育振興係　☎44-1111（内線2262）
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①市内に１年以上住所を有している家庭の学生

で、高等学校、短期大学（学校教育法に規定する

専修学校を含む）、高等専門学校、大学および大

学院に入学する方または在学している方

②生計を共にする方の事情により、奨学金の借

入れがなければ入学および在学が困難な方

③次の制度を利用しない方

　・日本学生支援機構管轄の奨学金制度全般

　・社会福祉協議会の教育支援資金制度

　・母子・寡婦福祉資金の修学資金制度または

　　就学支度資金制度

※奨学金借入れには審査および所得制限があり

ます。審査の結果、借入れができない場合もあ

りますので、ご了承ください。所得制限など、

詳しくはお問い合わせください。

３月27日 ㈬

※上記の借入れできる範囲内で金額を決めることができます。

※葛川支所の所管区域に住所を有する方の高等学校修学資金は、公立私立

を問わず 15,000 円以内（月額）です。

３月 27 日 ㈬

借入れができる額

尾上総合支所２階　教育委員会　学校教育課

　奨学金の借入れは無利子で、学校を卒業した年の翌年から 10 年間を限度

として返済していただきます。

５月下旬予定
（入学支度金含む）

申 込
期 限

資格

申請書類配布場所

利子および返済方法

●初回貸付時期

修学資金（月額） 入学支度金

公立高等学校

私立高等学校

短期大学・専修学校・高等専門学校

大学・大学院

10,000円以内

15,000円以内

20,000円以内

30,000円以内

100,000円以内

150,000円以内

200,000円以内

200,000円以内

●申込期限

３月４日 ㈪
必着

申 込
締 切市臨時職員募集

一般事務員

[問合せ]　総務課　人事係　☎44-1111（内線1355・1356）
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一般用務員

共通事項および応募方法

■募集人員　13 人程度

■応募要件　マイクロソフト社のワード、エクセル操作ができる方

■勤務地　市内行政施設

■就業時間　８時 15 分～ 18 時のうち 7時間 45 分

※原則時間外勤務はありませんが、業務の状況に応じて時間外勤

務をすることがあります。

■賃金　日額 6,000 円（別途通勤手当支給）

■休日など　週休２日制（土曜日・日曜日・祝日）

※ただし、施設の休館日などにより変動する場合があります。

■雇用期間　４月１日㈪～９月 30 日㈪

※業務の状況により、雇用期間を更新する場合があります。

（最長平成 32 年３月 30 日㈪まで）

■その他　社会保険、雇用保険の適用あり

■応募書類　履歴書（市販の様式、顔写真必須）

※応募職種を明記した封筒に履歴書を入れ、持参または郵送し

てください。

■申込締切　３月４日㈪必着

■書類選考および面接試験

　応募者の中から書類選考を実施し、３月 11 日㈪頃までに選

考結果通知を送付します。書類選考通過者を対象に３月 18 日 

㈪面接試験を実施します。

　詳しい日時・場所については選考結果通知に記載します。

■応募書類の提出先

本庁舎３階　総務課人事係

〒036-0104  平川市柏木町藤山 25-6　

■募集人員　３人

■応募要件　普通自動車免許を保有している方

■勤務地　市内行政施設

■就業時間　７時 45 分～ 17 時のうち７時間 45 分

■賃金　日額 6,100 円（別途通勤手当支給）

■休日など　週休２日制（日曜日・祝日・土曜日または月曜日）
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岩渕 光 さん

　私は平川市で生まれた
ことを誇りに思い、無類
の愛情を注ぎ育てていた
だいた家族や、苦楽を共
にし一緒に歩んできた友
達、幼い頃から見守り支

えてくださった先生方や地域の皆様のお陰で無事に成人を迎え
られたことを幸せに思います。

　20歳になると、法的に認められる部分が増え、自由な部分
が増える反面、これまで以上に節度ある行動を心がける必要が
あります。
　しかし、私どもはまだ新成人として自覚が芽生え始めたばか
りで、至らない点や不安もありますが、優しく見守りご指導頂
ければ幸いです。

　今まで私たちを支え、導いてくださった全ての人への感謝の
気持ちを今後は、思いやりの心に変えてこの自然豊かでスポー
ツが盛んな平川市とその人々にお返ししていくと共に、一人の
社会人として自覚と責任を持ち名実共に大人と認められるよう
に、自分を磨き、日々精進していくことをここに誓います。

大川 七瀬 さん

　20年間、温かく見守
り支えてくれた家族、
苦楽をともにし一緒に
歩んできた友人、いろ
いろとご指導してくだ
さった恩師や地域の

方々のお陰で無事にこの日を迎えられたことを幸せに感じて
います。

　私達も20歳を迎え、すでに社会人となり職業に従事して
いる人や、専門学校や大学に通い学業に励んでいる人など
様々だと思います。
　ですが、これからは、社会の一員として一人ひとりが行動
に責任や自覚を持たなければなりません。発言だけでなく、
それに見合った言動や態度を示せる大人になりたいと思いま
す。

　平川市で育った誇りを胸に、これからの市の未来を担う一
員として、感謝の気持ちを忘れず、力強く、たくましく、人
を思いやる気持ちを持って生きていくという意思を心に刻み
誓いの言葉とさせていただきます。

■事前準備で苦労したこと
　成人式実行委員の活動は10月頃より始まりましたが、一番苦労したことは恩師のビデオレ
ター撮影でした。先生方もご多忙であり、市外の学校に勤務している方も多く、撮影させて
いただくまで大変でした。また、自分たちの撮影したビデオレターで会場がとても盛り上がっ
たため一番やりがいのあった仕事でした。

■当日のこと
　事前準備やリハーサルを入念に行っていたため、大きなアクシデントなども起こらず式を
運営することができました。成人式当日まで尽力してくれた実行委員をはじめ、終始お世話
になった成人式関係者の皆さまにはとても感謝しています。

■最後に一言
　式を盛り上げたい方はもちろんのこと、成人式の企画、運営に携わりたい方にもおすすめ
です。実行委員として活動することで、より多くの思い出ができますので来年度新成人を迎
える皆さんもぜひ成人式実行委員に参加してみてはいかがでしょうか？

新成人の代表が誓いの言葉を述べました

成人式実行委員長にインタビュー

特 集 　 こ れ か ら の ス タ イ ル 、 ぼ く た ち の ス タ イ ル 。  平 成 最 後 の 成 人 式

    実行委員長

三﨑 柊朔さん

いわぶち　こう おおかわ　   ななせ

みさき　　　 しゅうさく
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